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国土交通省 積算（設計）基準の改定について

平成28年度 積算（設計）基準が改定されました

詳細設計照査歩掛の改定（⾚⻩チェックの本格運⽤）
http://www.mlit.go.jp/tec/gyoumu_sekisan.html



国土交通省 積算（設計）基準の改定について

http://www.mlit.go.jp/common/001122927.pdf

・打ち合わせ 5回を標準（必要回数を計上、から変更）
・電⼦計算機使⽤料 2％（前年度は8％）
・



国土交通省 積算（設計）基準の改定

http://www.mlit.go.jp/common/001122927.pdf

・たとえば「道路詳細設計 (Ａ) 」（1kmあたり）

（新）

（旧）



国土交通省 積算（設計）基準の改定について

例えば平成28年度 新積算体系では、
照査として、 道路詳細設計 (Ａ)では、（1kmあたり）
技師（B） 2.0人・日
技師（C） 3.0人・日
の増工となっています。
直接人件費で計算すると、
36600円×2人・日＝73200円
29900円×3人・日＝89700円

合計 162,900円
となります。
かなりの⾦額と⾔えますが、 発注者の意図とすれば、設計の品質向

上、 「ミスの防止の対価」を認めたと考えるべきでしょう。



国土交通省 積算（設計）基準の改定について

では、「⾚⻩チェック」とは？

ミスの軽減のための手法
ただし、現状では、「図⾯－数量」、「設計計算－図⾯」、「図⾯－数量計算書」を⾃動で
⾏うシステムはない。。。。
また、図⾯、設計計算、数量を作成において、ミスが出がちなのが、修正漏れ。。。

では、修正したところが簡単にわかれば、ミスが減るのではないだろうか？？？

◆「赤黄チェック」：

成果物をとりまとめるにあたって、設計図、設計計算書、数量計算書等について、

それぞれ及び相互（設計図－設計計算書間、設計図－数量計算書間等） の整合を

確認する上で、確認マークをするなどしてわかりすく確認結果を示し、 間違いの修正

を行うための照査手法。（国土交通省から引用）



では、ミスは防げないの！？
「直して、と言ったのに！・・・修正されていない」
「チェック体制はできているのに、・・・⾒逃してしまった」

原因：経緯のわからない人の図面のチェックは、至難の業！
とするならば、
「図⾯の変更は、100％あることを前提に対策を⾏う！」

理由がわかっているのに、無くならない作図ミス！

そこで生まれたのが、「ミス防師」！

【目的】
図面同士を比較し、違
いを⾒つけ、ミスを減少
させるために作られた
ツールです。



作図ミスは防げない！？

＜図面の場合＞
●修正前の図面は保存しておく
●変更・修正後の図⾯を別名で保存
●変更・修正後の図⾯と修正前の図⾯を⾒返して、
変更・修正図⾯の変更箇所の線種もしくはレイヤを変えて表⽰
●これに⽂字、変更・修正マーク等を記載
●打ち出し、提示
ということになるのでしょうか。 報告書や、数量計算書にも同じことが必要となって
きます。
当然ながら、「⼈⼒」で⾏う以上、時間短縮がカギとなります。
企業とすれば、いかに、効率よく、ミスを削減するかが 分かれ目になります。



「ミス防師」の主な機能
設計図面の修正ミス防止専用ツール「ミス防師」の主な機能
・旧図面と新図面の比較ができます！
・フォルダ単位の⽐較が⾏えます！
・パーツごとの⽐較が⾏えます。

図面ファイル
ミス防師

比較結果表示

単純な機能！効果絶大！



「ミス防師」使⽤例（図⾯ － 図面）

比較



「ミス防師」使⽤例（報告書 － 報告書）

比較



「ミス防師」使⽤例（数量計算書 － 数量計算書）

比較



その他


